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[image: image6.emf]フィールドワークや地域活動者の報告を通じ、住民がどのような生活課題を抱え、また活動者がどのような悩みを感じているのか、課題の捉え方や住民を主体にした活動への働きかけについて、社協ワーカーとしての視点を気づき、学ぶ機会として今年も標記研究会を実施しました。
香美町は県下でも高齢化率が高く、さらに小代区は町内で最も小規模で高齢化が進み、雪や坂道が多い地域です。まず、参加者は地域に出て、自分の目で見て、出会った住民の方々の声を聴きました。その中で、想像以上に外出・買い物・除雪など生活課題が切実であることを知り、その一方でサロン活動者から利用者の固定化、担い手不足の声が聴かれるなど、多くのサロンが抱えている課題もありました。
フィールドワーク後は、大谷区長の小林さんから福祉委員会活動の報告をいただきました。「すべての住民が同じように地域の情報を共有するため、今、町が作成した福祉防災マップのフォローアップ活動を行っている。数少ないリーダーだけが活動するのではなく、住民一人ひとりが主体となって、日常生活においても、互いに助け合える土壌づくりを目指している。」この言葉は、私たちにとても響きました。
今回の研究会では、改めてニーズ・課題把握の大切さを実感するとともに、まずは地域に出ること、地域に入
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るきっかけはたくさんあることを学びました。住民ニーズや課題の把握は、すべての活動の出発点です。
このような素晴らしい研究をさせていただいた香美町、特に小代支所の皆様に厚くお礼申し上げます。本当にありがとうございました。ホームページにもブログをアップしますので、ご覧ください。
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さて昭和３８年より、本会は職員相互の情報交流・研讃の場として様々な活動を展開してきました。介護保険実施により、職員数の増加や職種・業務の多様化、さらには市町社協合併により、社協はとても大きく変化しました。その変化の波の中、平成１７年度には、「あり方検討委員会」を開催し、今後の職員協議会の活動・事業に一定の方向性を示しましたが、今でも多くの課題があります。
平成２１年度は理事会を中心に職員協議会のあり方、方向性について検討・協議を重ねてきましたが、この度、今後のあり方について協議するため、下記のとおり代議員会を開催することといたしました。
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その前に、みなさん一人ひとりが、職員協についてどのように思っているのか、今後どのようにしていきたいのかを、職場内で話し合ってみませんか。
その意見を代議員会にて集約し、共有・議論します。
社協職員としての、交流・研讃の場を改めて考える機会として率直な意見交換をお願いします。
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平成２０年度に自主研究会助成を行いました下記５グループの内、１グループの実績報告です。


上郡町社会福祉協議会では、社協広報紙「てとてとて」を毎月発行しています。この度は平成２０年度県内社協職員自主研究会助成を頂き、「記事の書き方や写真の撮り方、見出しのつけ方を学び、広報作成力をアップさせる」ことをテーマに広報紙研修会を３回開催しました。
読者をひきつける文章力、レイアウト力、写真の撮影力、企画力、見出し力などの広報作成力をアップするために新聞記者・カメラマンを講師に招き、記事の書き方、「、」「。」の使い方、校正、取材の仕方などを教えて頂き、研修会で学んだことを「てとてとて」に活かしました。

受講者全員で「愛をこめてラブレターを書く気持ち！」で広報の原稿を書くように心がけ、町民が必要な時に、いつでも分かりやすい情報を得られるよう、またたくさんの町民の手によって福祉のまちになるよう毎月広報「て
てとて」を発行しています。今後も定期的な研修会を実施したいです。
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〔カメラの撮り方について〕
　　　　[image: image2.jpg]



〔新聞のレイアウトから学ぶ！〕
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発行所：兵庫県内社会福祉協議会職員協議会　　　　　


　　　　神戸市中央区坂口通2-1-18　県社協気付


　　　　　　　　　tel：078-242-4634








社協ワーカー実践研究会について　☆





平成21年10月21日～22日


香美町小代支所にて計23名参加





写真：フィールドワーク先で出会った住民から話を聴く





第２回代議員会の開催について　☆





第2回代議員会　1月13日14：00～








平成２１年度の新人職員紹介について　☆








今年度入局された職員の方々をご紹介します。皆さん、どうぞよろしくお願いします！！





名前�
伊藤　七緒美（宝塚市社協）�
�
業務担当�
訪問介護・サービス提供責任者�
�
モットー�
全力投球！！�
�
抱負・感想


��
今はまだ毎日の業務をこなすのに精一杯ですが、専門性を生かして地域の窓口になれるよう頑張っていきます！�
�






名前�
仲田　千穂（尼崎市社協）�
�
業務担当�
庶務（訪問）�
�
モットー�
マイペース�
�
抱負・感想


��
社協の一員として力になれるよう業務の質の向上に日々努めていきます。�
�






名前�
堀　哲也（宝塚市社協）�
�
業務担当�
高齢者の総合相談�
�
モットー�
好きこそものの上手なれ�
�
抱負・感想


��
地域には様々な問題を抱えた方が多くいると実感しました。その方への支援も必要なものは皆さん違うと思います。難しいですが、しっかりと足をつけて取り組みたい。�
�






名前�
深澤　佐由美（尼崎市社協）�
�
業務担当�
�
�
モットー�
和顔施�
�
抱負・感想


��
地域の役に立てるように頑張ります。�
�






名前�
廣瀬　護（宝塚市社協）�
�
業務担当�
障害者通所施設の指導員�
�
モットー�
毎日が発見。�
�
抱負・感想


��
たくさんの人と出会って話を聞いて一緒に支援活動をしていきたいです。�
�






名前�
岡田　貴子（宝塚市社協）�
�
業務担当�
コミュニティワーカー�
�
モットー�
ゆっくりマイペース


（いつも頑張らなきゃと思うので）�
�
抱負・感想


��
仕事内容の広さに驚きました。自分の住む地域と比べて私の地域はこのような福祉活動が行われているのかな？と疑問に思いました。地域の方々との関係を大切に1人1人の声を大切に地域福祉活動のサポートが出来るよう頑張りたいです。�
�






名前�
市村　奈保（芦屋市社協）�
�
業務担当�
共同募金・移送サービス・・・など�
�
モットー�
（とりあえず）元気と笑顔�
�
抱負・感想


��
“つながり”をとても大切にしている職場だなと思いました。1人1人の方との出会いを大事にしたいと思います。�
�






名前�
渡部　静江（尼崎市社協）�
�
業務担当�
老人クラブ・日赤募金・緊急通報事業�
�
モットー�
何事にも一生懸命取り組む�
�
抱負・感想


��
仕事量の多さにおどろいています。�
�






�





名前�
芝田　卓哉（三木市社協）�
�
業務担当�
保険請求事務�
�
モットー�
「０」のケタを間違わない！�
�
抱負・感想


��
一から頑張ります。�
�






名前�
平松　静夫（宝塚市社協）�
�
業務担当�
デイサービス・介護職員�
�
モットー�
一期一会�
�
抱負・感想


��
一般企業と違って企業の理念がおもしろい。�
�






名前�
清水　幸一郎（朝来市社協）�
�
業務担当�
ボランティア調整業務・支所間調整�
�
モットー�
努力・昨日に我に飽くべし�
�
抱負・感想


��
日々勉強の毎日です。まだまだわからないことが多く職場の皆さんに迷惑をかけていますが頑張ります。�
�






名前�
高田　佳奈子（三木市社協）�
�
業務担当�
ボランタリー活動の推進�
�
モットー�
いい事があってこその笑顔じゃなくて、笑顔でいりゃいい事あると思えたらそれがいい事の序章。�
�
抱負・感想


��
ボランティア・市民活動の拠点として多くの方が訪れる社協で毎日たくさんの刺激を受けています。ボランタリー活動の可能性に自分自身が気づくとともにボランタリー活動を通して市民のつながりを共に築いていきたいと思います！�
�






広報紙の案内について　☆





福岡県地域福祉活動職員連絡会より広報紙「まなこ」を送付いただきました。同封しましたのでご査収ください。








名前�
宮住　知代（兵庫県社協）�
�
業務担当�
経理�
�
モットー�
縁の下の力持ちになれたらうれしいです�
�
抱負・感想


��
経理は初体験で最初はとまどいましたが、先輩方がやさしく教えてくださるので幸せです。自分にできることは何でも積極的にがんばりたいと思います。どうぞよろしくお願いします。�
�






名前�
松井　寛泰（兵庫県社協）�
�
業務担当�
福祉学習（子どもと大人の協同の学びプロジェクト）、社協・生協協働事業等�
�
モットー�
自然体で前向きに�
�
抱負・感想


��
豊かな人間関係をつくりながら頑張ります！�
�






名前�
谷水　明子（兵庫県社協）�
�
業務担当�
福祉サービスの苦情相談対応・福祉サービ利用援助事業の監視�
�
モットー�
まずは自分が変わろうと努力する。�
�
抱負・感想


��
社協の仕事はやりがいがあっておもしろいです。日々仕事に追われていますが今の間に色々な分野の方と話し学び、自分の力にして行きたいです。皆様どうぞよろしくお願いします！よく魂抜けていますが仲よくして下さい。�
�






自主研究会助成報告　☆





①赤穂市社協職員パソコン教室（赤穂市）


②広報研修会（上郡町）


③よりよい窓口対応（宍粟市波賀支部）


④接遇・相談援助技術研修会（養父市）


⑤地域福祉推進計画わかろう会（養父市）





上郡町社会福祉協議会　広報紙研修会


タイトル：愛をこめてラブレターを書く気持ちで！





研修内容抜粋


・読んでいて楽しいものに。


・文章は、長く書いて後でけずる。最終的に出来るだけ短くする。


・１段落で、２、３個の「。」をつける。


・読んでいて、息継ぎできるようにつくる。また、イキイキした文章にする。





【ホームページアドレス】


�HYPERLINK "http://blog.canpan.info/shokuinkyo/"�http://blog.canpan.info/shokuinkyo/�


YAHOO！等サイトから「兵庫県内社会福祉協議会職員協議会」で検索できます。








写真の撮りかたポイント


・きれいな感動を与えるものに。　　


・たくさんの人が写っているものに。


・写真は身近なものなので、日常、携帯カメラやデ


ジカメで撮るなど、まずはカメラに親しむ。


・人をとるときは、顔、動き、意識をしてとることが


大事。技術より気持ちが大事。


・斜め４５度は、輪郭が浮かび上がる。


・子どもの写真を撮るときは、子どもの目線で。


子どもの動きを予測して一定位置でねばる。


・表紙の写真：１枚でも数枚でもよいが、メリハリを


つける。アップの写真があれば、全体写真を


組み合わせたりする。見た目に変化をつけ、


違うアングルの写真を並べあげる。


１枚は、インパクトのある写真を載せる。











